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証 券 コ ー ド 6 9 0 7
2 0 1 8 年 ６ 月 ８ 日

株 主 各 位
神奈川県横浜市西区みなとみらい二丁目２番１号

代表取締役社長 松 﨑 建 太 郎

第65期定時株主総会招集ご通知
拝啓　日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第65期定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご出席
くださいますようご通知申しあげます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができ
ますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討の上、同封の議決権行
使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、2018年６月27日（水曜日）午後
５時45分までに到着するようご返送くださいますようお願い申しあげます。

敬　具
記

１．日 時 2018年６月28日（木曜日）午前10時
２．場 所 神奈川県横浜市西区みなとみらい二丁目２番１号３

横浜ロイヤルパークホテル　宴会棟２階　芙蓉

会場変更
本総会は、昨年と開催場所を変更しております。ご来場の際
は末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照いただき、お間
違えのないようにご注意願います。

３．目 的 事 項
報 告 事 項 １．第65期（2017年４月１日から2018年３月31日まで）事業報

告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査等委員会の連
結計算書類監査結果報告の件

２．第65期（2017年４月１日から2018年３月31日まで）計算書
類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件
第３号議案 監査等委員である取締役３名選任の件
第４号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

以　上

　当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くだ
さいますようお願い申しあげます。
　なお、株主総会参考書類並びに事業報告、連結計算書類及び計算書類に修正が生じ
た場合は、インターネット上の当社ウェブサイト（アドレス h t t p : / /
www.geomatec.co.jp）に掲載させていただきます。

－ 1 －

表紙
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（提供書面）

事　 業　 報　 告

( 2017年４月１日から
2018年３月31日まで )

１．企業集団の現況
(1) 当事業年度の事業の状況

①　事業の経過及び成果

　当連結会計年度におけるわが国経済は、地政学的なリスクはあるものの、

雇用・所得環境の改善が進むなど緩やかな回復基調で推移いたしました。

　このような環境の中、当社グループを取り巻く事業環境は、スマートフ

ォン向けは年末にかけて新商品の投入などで盛り上がりはあったものの、

タブレット端末やデジタルカメラの需要が低迷していることや、カーナビ

ゲーション向けにおいても抵抗膜式タッチパネルの需要が低迷しているこ

となどから厳しい状況で推移いたしました。

　この結果、売上高は、70億46百万円（前期比18.1％減）となりました。

損益につきましては、前期に実施した固定資産の減損処理により減価償却

費が大幅に減少したことに加え、原価低減、発生費用の削減など経営全般

にわたる効率化に取り組みましたが、当社の子会社である吉奥馬科技（無

錫）有限公司において、デジタルカメラ向けやカーナビゲーション向けの

売上高の減少により大幅な赤字を計上したことから、営業利益は96百万円

（前期比33.8％減）、経常利益は98百万円（前期比56.0％減）、親会社株

主に帰属する当期純利益は79百万円（前期は22億66百万円の親会社株主に

帰属する当期純損失）となりました。

－ 2 －

当事業年度の事業の状況
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品目別概況

　当社グループは、真空成膜関連製品等の製造、販売を行う単一セグメン

トであるため、品目別に記載しております。

フラットパネルディスプレイ用基板

　液晶パネル用帯電防止膜は、スマートフォン向けは安定的に推移しまし

たが、タブレット端末向けは、パネルの生産拠点が中国に移管されたこと

から受注は大幅に減少いたしました。タッチパネル用透明導電膜は、スマ

ートフォン向けは安定的に推移しましたが、カーナビゲーション向けタッ

チパネル用透明導電膜は、抵抗膜式への需要回復がみられないことから受

注は大幅に減少いたしました。

　この結果、売上高は41億76百万円（前期比23.8％減）となりました。

その他

　その他製品につきましては、多種多様な製品・分野向けに薄膜製品の販

売活動に取り組んだ結果、新たな製品市場からの受注は増えてきたものの、

前期好調だったデジタルカメラ向け反射防止・防汚膜の受注が減少いたし

ました。

　この結果、売上高は28億69百万円（前期比7.9％減）となりました。

②　設備投資の状況

　当連結会計年度の設備投資の総額は４億19百万円であります。

　その主なものは、当社の金成工場及び赤穂工場の製造設備１億２百万円、

並びに子会社である吉奥馬科技（無錫）有限公司の製造設備１億93百万円

であります。

③　資金調達の状況

　当連結会計年度中においては、増資または社債発行等、特記すべき資金

調達はありません。

④　事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況

　該当事項はありません。

⑤　他の会社の事業の譲受けの状況

　該当事項はありません。

－ 3 －

当事業年度の事業の状況
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⑥　吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承

継の状況

　該当事項はありません。

⑦　他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状

況

　該当事項はありません。

(2) 直前３事業年度の財産及び損益の状況

区　　分
2015年３月期

第62期
2016年３月期

第63期
2017年３月期

第64期

2018年３月期
第65期

(当連結会計年度)

売 上 高(百万円) 11,164 9,626 8,598 7,046

経常利益又は経常損失（△）
(百万円)

745 △11 224 98

親会社株主に帰属する当期純
利益又は親会社株主に帰属す
る当期純損失（△）(百万円)

922 39 △2,266 79

１株当たり当期純利益又は１
株当たり当期純損失（△）(円)

116.65 4.95 △286.51 10.05

総 資 産(百万円) 33,739 29,934 30,901 23,761

純 資 産(百万円) 19,484 18,878 16,277 16,209

１株当たり純資産額 (円) 2,463.21 2,386.49 2,057.79 2,049.14

（注）１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失は、自己株式数を除いた

期中平均発行済株式数に基づき算出しております。

(3) 重要な親会社及び子会社の状況

①　親会社の状況

　該当事項はありません。

②　重要な子会社の状況

名 称 所 在 地

吉奥馬科技（無錫）有限公司 中華人民共和国江蘇省無錫市

－ 4 －

当事業年度の事業の状況、直前３事業年度の財産及び損益の状況、重要な親会社及び子会社の状況
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(4) 対処すべき課題

　今後のわが国経済は、緩やかな回復基調が継続すると見込まれているもの

の、保護主義的な通商政策の広がりや地政学リスク等の外部環境の影響が懸

念されるなど、先行き不透明な状況で推移していくものと予想されておりま

す。

　このような環境のもと、当社グループは、主力市場であるスマートフォン

市場において引き続き当社技術の優位性を発揮し受注獲得に努めるとともに、

今後期待される車載、半導体、その他新たな市場への展開を推し進め、新た

な収益基盤の確保に取り組んでまいります。

　また、当社の子会社である吉奥馬科技（無錫）有限公司の2018年上期業績

は引き続き厳しい状況であることから、新たな製品の受注獲得など収益改善

に取り組んでまいります。

(5) 主要な事業内容（2018年３月31日現在）

　当社グループは、当社及び連結子会社１社で構成され、フラットパネルデ

ィスプレイ用基板、その他製品の製造及び販売を主たる業務としております。

　当社グループの事業内容は次のとおりであります。

事 業 内 容 主 要 製 品 等

フラットパネル

ディスプレイ用

基 板

スマートフォン、タブレット端末、携帯電話、タッチパネル用基板、

カーナビゲーション、デジタルカメラ等の表示用基板

そ の 他

デジタルカメラ、液晶プロジェクター、測定機器、光通信機器、医療

用機器、照明用機器等の光学機器用部品、マスクブランクス、タッチ

センサーフィルム、太陽電池用部品、透明ヒーター（デフロスター）、

ｆθレンズ、ビームエクスパンダーレンズ、熱電対

－ 5 －

対処すべき課題、主要な事業内容
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(6) 主要な営業所及び工場（2018年３月31日現在）

①　当社

名 称 所 在 地 名 称 所 在 地

本 社 神奈川県横浜市 金 成 工 場 宮城県栗原市

Ｒ ＆ Ｄ セ ン タ ー 東京都大田区 赤 穂 工 場 兵庫県赤穂市

金成テクノセンター 宮城県栗原市

②　子会社

名 称 所 在 地

吉奥馬科技（無錫）有限公司 中華人民共和国江蘇省無錫市

(7) 使用人の状況（2018年３月31日現在）

①　企業集団の使用人の状況

使 用 人 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減

594名 12名減

（注）上記使用人には、臨時雇用88人は含まれておりません。

②　当社の使用人の状況

使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

446名 7名減 43.3歳 21.6年

（注）上記使用人には、臨時雇用79人は含まれておりません。

－ 6 －

主要な営業所及び工場、使用人の状況
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(8) 主要な借入先の状況（2018年３月31日現在）

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 東 京 都 民 銀 行 402,790千円

株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 390,000

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 225,840

み ず ほ 信 託 銀 行 株 式 会 社 223,830

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 220,800

明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 18,000

（注）１．株式会社東京都民銀行は、2018年５月１日付けで株式会社きらぼし銀

行へ商号変更されております。

２．株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行は、2018年４月１日付けで株式会社三菱

ＵＦＪ銀行へ商号変更されております。

(9) その他企業集団の現況に関する重要な事項

　該当事項はありません。

－ 7 －

主要な借入先の状況、その他企業集団の現況に関する重要な事項



2018/05/25 10:18:44 / 17368520_ジオマテック株式会社_招集通知

２．会社の現況

(1) 株式の状況（2018年３月31日現在）

①　発行可能株式総数 21,600,000株

②　発行済株式の総数 9,152,400株

（自己株式1,242,115株を含む）

③　株主数 4,810名

④　大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

有 限 会 社  松  﨑  興  産 1,389,800株 17.5％

松 　 﨑 　 建 太 郎 427,200株 5.4％

みずほ信託銀行株式会社　退職給付信託

東 京 都 民 銀 行 口 　 再 信 託 受 託 者

資産管理サービス信託銀行株式会社

394,800株 4.9％

株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 303,800株 3.8％

ジ オ マ テ ッ ク 従 業 員 持 株 会 176,280株 2.2％

明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 154,000株 1.9％

梅 田 泰 行 107,100株 1.3％

第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 105,000株 1.3％

株 式 会 社 ア イ ・ ア ン ド ・ イ ー 100,000株 1.2％

渡 邉 英 行 92,600株 1.1％

（注）１．当社は、自己株式を1,242,115株保有しておりますが、上記大株主から

は除外しております。

２．持株比率は自己株式を控除して計算しております。

３．株式会社東京都民銀行は、2018年５月１日付けで株式会社きらぼし銀

行へ商号変更されております。

４．株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行は、2018年４月１日付けで株式会社三菱

ＵＦＪ銀行へ商号変更されております。

－ 8 －

株式の状況
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(2) 新株予約権等の状況

①　当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価とし

て交付された新株予約権の状況

　該当事項はありません。

②　当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約

権の状況

　該当事項はありません。

③　その他の新株予約権等に関する重要な事項

　該当事項はありません。

－ 9 －

新株予約権等の状況
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(3) 会社役員の状況

①　取締役の状況（2018年３月31日現在）

会 社 に お け る 地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代表取締役社長兼ＣＥＯ 松 　 﨑 　 建 太 郎

取締役執行役員兼ＣＭＯ 鈴 木 忠 春 営業部長、施設部担当

取締役執行役員兼ＣＴＯ 菅 原 浩 幸
金成工場・第一技術部・第二技
術部担当

取締役執行役員兼ＣＦＯ 河 野 　 淳 経理財務部長

取締役（監査等委員・常勤） 髙 橋 幸 吉

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 ） 澤 口 　 学

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 ） 寺 西 尚 人

公認会計士・税理士
寺西公認会計士事務所代表
ティー・アカウンティング株式会社
代表取締役
日本閣観光株式会社社外監査役

（注）１．取締役（監査等委員）澤口　学氏並びに寺西尚人氏は社外取締役であ

ります。

２．取締役（監査等委員）寺西尚人氏は公認会計士・税理士の資格を有し

ており、財務及び会計等に関する知見を有しております。

３．情報収集の充実を図り、内部監査部門等との十分な連携を通じて、監

査の実効性を高め、監査・監督機能を強化するために髙橋幸吉氏を常

勤の監査等委員として選定しております。

４．当社は、取締役（監査等委員）澤口　学氏並びに寺西尚人氏を東京証

券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出て

おります。

②　事業年度中に退任した取締役

該当事項はありません。

－ 10 －

会社役員の状況
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③　責任限定契約の内容の概要

　当社と各取締役（監査等委員）は、会社法第427条第１項の規定に基づ

き、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しておりま

す。

　当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項に定め

る最低責任限度額としております。

④　当事業年度に係る取締役の報酬等の総額

区 分 支 給 人 員 報 酬 等 の 額

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 を 除 く ） 4名 90,900千円

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 ）
（う　ち　社　外　取　締　役）

3
(2)

17,040
(8,640)

合 計
（ う 　 ち 　 社 　 外 　 役 　 員 ）

7
(2)

107,940
(8,640)

（注）１．取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれ

ておりません。

２．取締役（監査等委員を除く）の報酬限度額は、2016年６月29日開催の

第63期定時株主総会において、160,000千円以内（うち社外取締役分

10,000千円以内）と決議いただいております。なお、報酬額には使用

人兼務取締役の使用人分給与は含まないものといたします。

３．取締役（監査等委員）の報酬限度額は、2016年６月29日開催の第63期

定時株主総会において、年額30,000千円以内と決議いただいておりま

す。
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⑤　社外役員に関する事項

イ．他の法人等の業務執行者としての重要な兼職の状況及び当社と当該他

の法人等との関係

・取締役（監査等委員）寺西尚人氏は、寺西公認会計士事務所の代表及

びティー・アカウンティング株式会社の代表取締役を兼務しておりま

す。なお、当社は寺西公認会計士事務所及びティー・アカウンティン

グ株式会社との間には特別の関係はありません。

ロ．他の法人等の社外役員等としての重要な兼任の状況及び当社と当該他

の法人等との関係

・取締役（監査等委員）寺西尚人氏は、日本閣観光株式会社の社外監査

役であります。なお、当社は当該他の法人等との間に特別の関係はあ

りません。

ハ．当事業年度における主な活動状況

活 動 状 況

取締役（監査等委員）

澤　口　　　学

当事業年度開催の取締役会17回のうち15回に出席し、主に産業経

営学の見地から教授として意見を述べるなど、取締役会の意思決

定の妥当性・適正性を確保するための助言・提言を行っておりま

す。

また、当事業年度開催の監査等委員会６回のうち５回に出席し、

監査結果についての意見交換等、専門的見地から適宜、必要な発

言を行っております。

取締役（監査等委員）

寺　西　尚　人

当事業年度開催の取締役会17回のうち16回に出席し、公認会計士・

税理士として主に財務・会計の見地から専門的な意見を述べるな

ど、取締役会において、意思決定の妥当性・適正性を確保するた

めの助言・提言を行っております。

また、当事業年度開催の監査等委員会６回全てに出席し、監査結

果についての意見交換等、専門的見地から適宜、必要な発言を行

っております。
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(4) 会計監査人の状況

①　名称　　　有限責任監査法人トーマツ

②　報酬等の額

支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 26,800千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の
財産上の利益の合計額

26,800千円

（注）１．中国子会社である吉奥馬科技（無錫）有限公司は、当社の会計監査人

以外の公認会計士（上海邁伊茲会計師事務所有限公司）の監査を受け

ております。

２．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と

金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておら

ず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監査人の

報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

３．監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行

状況及び報酬見積りの算出根拠等が適切であるかどうかについて必要

な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額について同意の判断

をいたしました。

③　非監査業務の内容

　該当事項はありません。

④　会計監査人の解任または不再任の決定の方針

　監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必

要があると判断した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任また

は不再任に関する議案の内容を決定いたします。

　また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると

認められる場合は、監査等委員全員の同意に基づき、会計監査人を解任

いたします。この場合、監査等委員会が選定した監査等委員は、解任後

最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨及びその

理由を報告いたします。

⑤　責任限定契約の内容の概要

　該当事項はありません。
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３．業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
（１）業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要

　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制、

その他株式会社の業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概

要は以下のとおりであります。

１．当社及び子会社の取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを

確保するための体制

(1) 当社及び子会社からなる当社グループは、持続的な成長に必要な企

業・人材育成の原点である「Be Professional」を制定し、当社の企業理

念に基づいた行動規範を整備・共有するとともに、当社グループ全体に

おけるコンプライアンスの徹底を率先して実行します。また、社会情勢

の変化や事業活動の変化等に応じて社内規程の見直しと改定を定期的に

行い、遵守することで適正な職務執行を行います。

(2) 当社は、取締役の職務執行の適法性を確保するための牽制機能として、

取締役会を構成する取締役として社外取締役を選任し、取締役会の決議

の公平性及び透明性を図ります。また、取締役の職務執行は監査等委員

会の監査対象であり、監査等委員会の定める方針及び分担に従い監査を

実施します。

(3) 当社は、コンプライアンス委員会を設置し、取締役等及び使用人を含

めた行動の規範として「企業行動規範」を定めて遵守します。

２．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

取締役の職務執行に係る情報については、文書管理規程に基づき、その

保存媒体に応じて適切かつ検索性の高い状態で保存・管理します。特に

重要な情報については永久保存とし、取締役は常時これらの記録を閲覧

できるようにします。
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３．当社及び子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

(1) リスク管理体制の基礎として経営リスク管理規程を制定し、想定され

るリスクに応じた有事に備えるとともに、有事が発生した場合には当

該規程に従い迅速かつ適切に対応します。

(2) 不測の事態が発生した場合には、社長を責任者とした対策本部を設置

し迅速な対応で被害を最小限に止めます。また、対策本部は必要に応じ

て弁護士等に助言を求め、最適な方策を実施します。

(3) 想定される各種リスクを定性的・定量的に把握する体制の整備及び人

材育成を計画的に実施します。

４．当社及び子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保す

るための体制

(1) 当社及び当社の子会社は、各社において定める取締役会規程、組織規

程、業務分掌規程、職務権限規程に基づき、適正かつ効率的な職務執行

が行われる体制をとります。

(2) 当社は、取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するため

の体制として、取締役会を月１回開催するほか、臨時取締役会を必要に

応じて開催します。

　経営戦略等に係わる重要事項については事前に関連執行役員を交えた

経営会議にて議論を行い、その審議を経て執行決定を行います。

(3) 子会社は、定例取締役会を年１回開催するよう定款で定めており、必

要に応じて臨時の取締役会を開催します。

(4) 当社は、取締役会の決定に基づく職務執行については、組織規程、業

務分掌規程においてそれぞれの責任者及び責任範囲、執行手続の詳細に

ついて定めます。

５．当社及び子会社の使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを

確保するための体制

(1) コンプライアンス委員会を設置し、「企業行動規範」を定めて法令・

定款違反行為等を未然に防止します。また、使用人へのコンプライアン

ス教育を計画的に実施します。

(2) 内部監査部門として業務執行部門から独立した内部監査室を設置しま

す。
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(3) 取締役は、法令違反その他コンプライアンスに関する重要な事実を発

見した場合には直ちに監査等委員会並びに取締役会に報告します。

(4) 法令・定款違反、その他のコンプライアンスに関する事案について、

コンプライアンス委員会に直接通報できる内部通報窓口及び顧問弁護士

に直接通報できる外部窓口を設けています。また、コンプライアンス委

員会は必要に応じて弁護士等外部の助言を受け、適正な処理案を作成し、

取締役会へ上申します。

(5) 監査等委員会は、コンプライアンス体制及び内部通報制度の運用に問

題があると認めるときは、意見を述べるとともに改善策の策定を求めま

す。

(6) 反社会的勢力による不当要求等に対応する所管部門を総務部と定め、

事案発生時の報告及び対応に係る規程等を整備し、反社会的勢力には警

察関係機関と連携して毅然と対応します。

６．当社及び子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための

体制

(1) 当社は、関係会社管理規程に基づき、総務部長を責任者として子会社

における重要事項の報告を定期的に受け、当社の取締役会に報告しその

承認を得るよう適切な管理体制を設置しています。

(2) 当社の内部監査室は、当社及び子会社の内部監査を計画的に実施し、

その結果を代表取締役及び監査等委員会に報告し、状況に応じて必要な

管理を行います。

(3) 当社及び子会社に適用する行動指針として、「企業行動規範」を展開

します。当社による経営管理を実施し必要に応じてモニタリングを行い

ます。取締役及び使用人は当社グループにおいて法令違反その他コンプ

ライアンスに関する重大な事実を発見した場合には、監査等委員会並び

に取締役会に報告します。

(4) 当社及び子会社において、当社による経営管理、経営指導内容が法令

に違反するなどコンプライアンス上問題があると認めた場合には、直ち

に当社内部監査室またはコンプライアンス委員会に報告します。内部監

査室またはコンプライアンス委員会は直ちに監査等委員会及び取締役会

に報告を行い、監査等委員会は意見を述べるとともに改善策の策定を求

めることができることとします。
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７． 監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に関する事項及び

当該取締役及び使用人の他の取締役（監査等委員である取締役を除

く。）からの独立性に関する事項、並びに当該取締役及び使用人に対す

る指示の実効性の確保に関する事項

(1) 監査等委員会の職務の補助については、必要に応じて内部監査室及び

総務部が対応することとします。

(2) 監査等委員会の職務を補助する使用人の任命、解任、異動、賃金等の

改定については、監査等委員会の同意を得た上で取締役会がこれを定め

ることとし、他の取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独

立性を確保します。

(3) 取締役（監査等委員である取締役を除く。）は、監査等委員会の職務

を補助する使用人の業務が円滑に行われるよう、監査環境の整備に協力

することとします。

(4) 監査等委員会の職務を補助する使用人は、必要に応じて、弁護士、公

認会計士等の監査業務に関する助言を受けることができることとします。

８．当社及び子会社の取締役及び使用人が監査等委員会に報告するための体

制、その他の監査等委員会への報告に関する体制、当該報告をした者が

当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保す

るための体制、及び監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保

するための体制

(1) 当社及び子会社の取締役及び使用人は、会社の信用を著しく低下させ

る事項及び会社の業績に影響を与える重要な事項について、監査等委員

会に都度報告を実施するものとする。前記に関わらず監査等委員会はい

つでも必要に応じて取締役及び使用人に対して報告を求めることができ

る。

(2) 当社の子会社の取締役、監査役及び使用人は、当社の窓口となる総務

部への報告または当社の取締役会、経営会議等の監査等委員会が選定し

た監査等委員が出席する重要会議への出席を通じ、職務の執行状況等、

重要事項について報告を行います。また、総務部は、子会社の取締役、

監査役及び使用人より報告を受けた重要事項については、速やかに監査

等委員会に報告します。
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(3) 監査等委員会が選定した監査等委員は、取締役会のほか重要な会議に

出席し、取締役及び使用人の執行状況を把握します。監査等委員会は、

代表取締役と定期的に意見交換を行うとともに、会計監査人や内部監査

室と情報交換を行うなどの連携を図ります。

(4) 内部通報に関する規則を定め、その適切な運用を維持することにより、

法令違反等コンプライアンス上の問題について、監査等委員会への適切

な報告体制を確保します。

(5) 第１項の報告者に対し、報告を理由とした不利益な取扱いをしない旨、

当社及び子会社のコンプライアンス企業行動規範に内部通報制度を定め

て遵守を図ります。

９．監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払または償還の手続そ

の他の当該職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針

に関する事項

監査等委員が職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限

る。）について生ずる費用の前払または償還の手続き、その他の当該職

務の執行について生ずる費用または債務の処理は、監査等委員である取

締役からの申請に基づき適切に行う。

（２）業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

　当社は、業務の適正を確保するための体制について、体制の整備を開始し

た当初より、内部統制システムの整備及び運用状況について継続的に確認し

調査を実施しており、取締役会にその内容を報告いたしております。また、

確認調査の結果や内部統制システムの運用上見出された問題点等については、

是正措置及び改善措置を行い、必要に応じて実施された再発防止策への取り

組み状況を確認し、取締役会へ報告を実施することにより、適切な内部統制

システムの構築・運用に努めております。

　また、リスク管理体制につきましては、担当部署ごとによる対応を基本と

する体制をとっておりますが、対応状況により管理責任者を定め社長を中心

とした対策本部を設置し、新たに発生する重要なリスクへの対応を図る体制

をとっております。

　以上のことから、第65期事業年度末の時点で当社は、内部統制システムの

整備と運用状況を評価した結果、基本方針に基づいて内部統制システムが適

切に整備され、運用されているものと判断いたしました。
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４．剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社は、株主各位への利益還元を充実させていくことを経営の基本方針とし

ております。

　利益配分につきましては、業績を考慮しつつ安定的な配当を実施してまいり

ますとともに、将来の事業展開と経営環境の変化に備えた経営基盤の強化に必

要な内部留保を確保してまいります。

　当社は、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うことを基本方針

としております。

　これらの剰余金の配当等の決定機関は、期末配当については株主総会、中間

配当については取締役会で決定するものとしております。
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連 結 貸 借 対 照 表
（2018年３月31日現在）

（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形及び売掛金

有 価 証 券

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機械装置及び運搬具

工具、器具及び備品

土 地

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

長 期 貸 付 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

17,909,600

8,500,535

6,574,012

899,997

91,437

594,900

1,110,014

139,285

△583

5,851,769

3,741,140

797,751

1,042,070

125,176

1,630,751

145,390

138,140

1,972,487

1,240,287

39,173

694,033

△1,006

流 動 負 債 6,592,200

支払手形及び買掛金 5,225,894

短 期 借 入 金 12,854

１年内返済予定の長期借入金 686,398

未 払 金 111,178

未 払 法 人 税 等 39,310

賞 与 引 当 金 164,785

設 備 関 係 支 払 手 形 114,141

そ の 他 237,637

固 定 負 債 959,864

長 期 借 入 金 794,862

繰 延 税 金 負 債 11,007

退職給付に係る負債 127,577

役員退職慰労引当金 8,100

そ の 他 18,317

負 債 合 計 7,552,065

純 資 産 の 部

株 主 資 本 15,703,540

資 本 金 4,043,850

資 本 剰 余 金 8,297,350

利 益 剰 余 金 4,673,495

自 己 株 式 △1,311,154

その他の包括利益累計額 505,764

その他有価証券評価差額金 79,391

為替換算調整勘定 343,295

退職給付に係る調整累計額 83,077

純 資 産 合 計 16,209,305

資 産 合 計 23,761,370 負 債 ・ 純 資 産 合 計 23,761,370

－ 20 －
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連 結 損 益 計 算 書

( 2017年４月１日から
2018年３月31日まで )

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 7,046,280

売 上 原 価 5,255,931

売 上 総 利 益 1,790,348

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,693,771

営 業 利 益 96,577

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金 40,974

不 動 産 賃 貸 料 5,280

そ の 他 29,123 75,378

営 業 外 費 用

支 払 利 息 6,094

為 替 差 損 40,023

投 資 事 業 組 合 運 用 損 14,203

固 定 資 産 除 却 損 11,376

そ の 他 1,352 73,050

経 常 利 益 98,905

特 別 損 失

投 資 有 価 証 券 償 還 損 8,567 8,567

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 90,338

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 10,816 10,816

当 期 純 利 益 79,521

親会社株主に帰属する当期純利益 79,521

－ 21 －
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連結株主資本等変動計算書

( 2017年４月１日から
2018年３月31日まで )

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

2017年４月１日　残高 4,043,850 8,297,350 4,831,282 △1,311,154 15,861,327

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △237,308 △237,308

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益

79,521 79,521

自 己 株 式 の 取 得

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

連結会計年度中の変動額合計 － － △157,787 － △157,787

2018年３月31日　残高 4,043,850 8,297,350 4,673,495 △1,311,154 15,703,540

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

純 資 産 合 計その他有価証
券評価差額金

為 替 換 算
調 整 勘 定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

201 7年４月１日　残高 110,267 273,652 32,535 416,455 16,277,782

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △237,308

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益

79,521

自 己 株 式 の 取 得

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

△30,876 69,642 50,542 89,309 89,309

連結会計年度中の変動額合計 △30,876 69,642 50,542 89,309 △68,477

2018年３月31日　残高 79,391 343,295 83,077 505,764 16,209,305

－ 22 －
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１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項
(1) 連結の範囲に関する事項

連結子会社の数　　　　　　　　　　１社

連結子会社の名称　　　　　　　　　吉奥馬科技（無錫）有限公司
(2) 連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社の吉奥馬科技（無錫）有限公司の決算日は、12月31日でありま
す。連結計算書類の作成にあたっては、同決算日現在の財務諸表を使用して
おります。ただし、１月１日から連結決算日３月31日までの期間に発生した
重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

(3) 会計方針に関する事項
①　資産の評価基準及び評価方法

有価証券の評価基準及び評価方法
満期保有目的の債券………………償却原価法（定額法）
その他有価証券
時価のあるもの…………………決算期末日の市場価格等に基づく時

価法（評価差額は全部純資産直入法
により処理し、売却原価は移動平均
法により算定）

時価のないもの…………………移動平均法による原価法
なお、投資事業組合に対する出資については、組合の直近の決算書
を基礎とし、当社持分相当額を投資事業組合運用損益として投資有
価証券を加減する方法によっております。

棚卸資産の評価基準及び評価方法
商品、製品、仕掛品、原材料……総平均法による原価法（貸借対照表

価額は収益性の低下に基づく簿価切
下げの方法により算定）

貯蔵品………………………………最終仕入原価法（貸借対照表価額は
収益性の低下に基づく簿価切下げの
方法により算定）

②　固定資産の減価償却の方法
有形固定資産…………………………当社は定率法（ただし、1998年４月

１日以降に取得した建物（建物附属
設備を除く）並びに2016年４月１日
以降に取得した建物附属設備及び構
築物については定額法）を採用し、
在外連結子会社は定額法を採用して
おります。なお、主な耐用年数は、
建物及び構築物15～40年、機械装置
及び運搬具８～10年であります。

－ 23 －
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無形固定資産…………………………定額法
なお、ソフトウェア（自社利用）に
ついては、社内における見込利用可
能期間による定額法によっておりま
す。

③　引当金の計上基準
貸倒引当金…………売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般

債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、

回収不能見込額を計上しております。

賞与引当金…………従業員の賞与の支給に充てるため、将来の支給見込

額のうち当連結会計年度の負担額を計上しておりま

す。

役員賞与引当金……役員賞与の支出に備えるため、当連結会計年度にお

ける支給見込額に基づき計上しております。

役員退職　…………

慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に充てるため、内規に基づ

く期末要支給額を計上しておりましたが、2007年６

月28日開催の定時株主総会をもって、役員退職慰労

金制度を廃止いたしました。これにより、同日以

降、新たな役員退職慰労引当金の繰入を行っており

ません。

④　退職給付に係る会計処理の方法

退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末ま

での期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっておりま

す。

数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

　過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務

期間以内の一定の年数（５年）による定額法により費用処理しておりま

す。

　数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業

員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による定額法により按

分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。

⑤　その他連結計算書類作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理方法

　税抜方式によっております。

－ 24 －
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(4) 表示方法の変更
（連結損益計算書）
　前連結会計年度において、「営業外費用」の「その他」に含めていた「固
定資産除却損」（前連結会計年度2,059千円）は、金額的重要性が増したた
め、当連結会計年度より独立掲記することとしました。
　また、前連結会計年度において、独立掲記していた「営業外費用」の「不
動産賃貸費用」（当連結会計年度1,189千円）は金銭的重要性が乏しくなった
ため、「営業外費用」の「その他」に含めて表示しております。

２．連結貸借対照表に関する注記

(1) 担保に供している資産及び担保に係る債務

①　担保に供している資産

建物及び構築物 411,375千円

土地 1,311,374千円

計 1,722,750千円

②　担保に係る債務

長期借入金 1,242,460千円

（１年内返済予定長期借入金を含む）

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 32,685,048千円

(3) 国庫補助金等により取得した資産について取得価額から控除している圧縮

記帳額は、次のとおりであります。

機械装置 130,000千円

(4) 連結会計年度末日の満期手形の会計処理については、手形交換日をもって

決済処理をしております。

　　なお、当連結会計年度末日は金融機関の休日であったため、次の満期手形

が当連結会計年度末日の残高に含まれております。

受取手形 13,278千円

(5) 取引先からの有償支給材料に係る代金相当額が次の科目に含まれております。

　　なお、有償支給材料代金は、「売上高」及び「売上原価」から控除して表
示しております。

売掛金 3,915,953千円

仕掛品 481,019千円

原材料 281,185千円

買掛金 4,739,134千円

－ 25 －
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３．連結株主資本等変動計算書に関する注記
(1) 当連結会計年度末における発行済株式の種類及び総数

普通株式 9,152,400株

(2) 配当に関する事項
①　配当金支払額等

決 議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効 力 発 生 日

2 0 1 7年６月2 9日
定 時 株 主 総 会

普通株式 118,654 15 2 0 1 7年３月3 1日 2 0 1 7年６月30日

2 0 1 7年 1 1月７日
取 締 役 会

普通株式 118,654 15 2 0 1 7年９月3 0日 2 0 1 7年1 2月４日

計 － 237,308 － － －

②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生が翌期に
なるもの

　2018年６月28日開催予定の第65期定時株主総会において次のとおり付議
いたします。
・配当金の総額 118,654千円

・配当の原資 利益剰余金

・１株当たり配当金額 15円

・基準日 　2018年３月31日

・効力発生日 　2018年６月29日

４．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項
当社グループは、設備投資計画に必要な資金を主に銀行借入により調達

しております。一時的な余資は安全性の高い金融資産で運用し、また、運
転資金が不足するときは短期的な銀行借入により調達しております。デリ
バティブ取引については、リスク回避に必要な場合のみに限定して使用し、
投機的な取引は行わない方針であります。
営業債権である受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、当社グ

ループの債権管理規程に従って取引を行うことでリスクを軽減しておりま
す。有価証券及び投資有価証券は、主に満期保有目的の債券と業務上の関
係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスク等に晒されておりま
すが、定期的に時価や発行体の財務状況を把握しております。長期借入金
は、原則として５年以内の借入期間とし金利変動のリスクを回避するため
主に固定金利により調達しております。

－ 26 －
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(2) 金融商品の時価等に関する事項

　2018年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額
については、次のとおりであります。

連結貸借対照表計上額（千円） 時価（千円） 差額（千円）

(1)現金及び預金 8,500,535 8,500,535 －

(2)受取手形及び売掛金 6,574,012 6,574,012 －

(3)有価証券及び投資有価証券 2,057,949 2,061,923 3,973

(4)長期貸付金（注）１ 55,280 57,545 2,264

資産計 17,187,778 17,194,016 6,238

(1)支払手形及び買掛金 5,225,894 5,225,894 －

(2)短期借入金 12,854 12,854 －

(3)未払金 111,178 111,178 －

(4)未払法人税等 39,310 39,310 －

(5)設備関係支払手形 114,141 114,141 －

(6)長期借入金（１年内返済予定含む） 1,481,260 1,481,947 687

負債計 6,984,639 6,985,326 687

（注）１．連結貸借対照表では流動資産のその他に含まれている1年以内に
返済される長期貸付金（連結貸借対照表計上額16,107千円）も含
めて表示しております。

２．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券取引に関する事項
資産
(1)現金及び預金、(2)受取手形及び売掛金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等
しいことから、当該帳簿価額によっております。

(3)有価証券及び投資有価証券
　これらの時価については、株式等は取引所の価格によってお
り、債券は取引金融機関等から提示された価格によっておりま
す。
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(4)長期貸付金
　長期貸付金の時価については、従業員向けの貸付であるため
元利金の受取見込額を残存期間に対応する安全性の高い利率
で割り引いた現在価値により算定しております。

負債
(1)支払手形及び買掛金、(2)短期借入金、(3)未払金、(4)未払法
人税等、(5)設備関係支払手形

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等
しいことから、当該帳簿価額によっております。

(6)長期借入金（１年内返済予定含む）
　長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規
借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値に
より算定しております。

３．非上場株式及び投資事業組合に対する出資（連結貸借対照表計上
額82,335千円）は、市場価格がなく、時価を把握することが極め
て困難と認められるため「(3)有価証券及び投資有価証券」には
含めておりません。

５．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 2,049円14銭

(2) １株当たり当期純利益 10円05銭
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貸　借　対　照　表

（2018年３月31日現在）
（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

電 子 記 録 債 権

売 掛 金

有 価 証 券

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

前 払 費 用

未 収 入 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 両 運 搬 具

工具、器具及び備品

土 地

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 出 資 金

長 期 貸 付 金

敷 金

保 険 積 立 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

16,707,164

7,659,681

122,246

633,021

5,705,888

899,997

19,168

591,605

938,977

45,880

62,085

29,194

△583

6,981,497

2,985,008

565,396

9,450

574,692

7,432

67,433

1,630,751

129,850

82,276

76,023

6,252

3,914,212

1,240,287

1,943,819

39,173

119,508

553,398

19,031

△1,006

流 動 負 債 6,491,913

支 払 手 形 327,881

買 掛 金 4,853,561

１年内返済予定の長期借入金 686,398

未 払 金 96,638

未 払 費 用 127,843

未 払 法 人 税 等 39,310

賞 与 引 当 金 164,785

設 備 関 係 支 払 手 形 114,141

そ の 他 81,353

固 定 負 債 1,042,942

長 期 借 入 金 794,862

繰 延 税 金 負 債 11,007

退 職 給 付 引 当 金 210,655

役員退職慰労引当金 8,100

そ の 他 18,317

負 債 合 計 7,534,855

純 資 産 の 部

株 主 資 本 16,074,414

資 本 金 4,043,850

資 本 剰 余 金 8,297,350

資 本 準 備 金 8,297,350

利 益 剰 余 金 5,044,369

利 益 準 備 金 182,170

そ の 他 利 益 剰 余 金 4,862,199

別 途 積 立 金 3,200,000

繰 越 利 益 剰 余 金 1,662,199

自 己 株 式 △1,311,154

評価・換算差額等 79,391

その他有価証券評価差額金 79,391

純 資 産 合 計 16,153,806

資 産 合 計 23,688,661 負 債 ・ 純 資 産 合 計 23,688,661

－ 29 －

貸借対照表
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損　益　計　算　書

( 2017年４月１日から
2018年３月31日まで )

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 6,058,845

売 上 原 価 4,298,658

売 上 総 利 益 1,760,186

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,539,579

営 業 利 益 220,606

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金 19,272

不 動 産 賃 貸 料 5,280

そ の 他 33,551 58,104

営 業 外 費 用

支 払 利 息 5,828

投 資 事 業 組 合 運 用 損 14,203

為 替 差 損 9,867

そ の 他 1,668 31,567

経 常 利 益 247,143

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 141,011 141,011

特 別 損 失

投 資 有 価 証 券 償 還 損 8,567 8,567

税 引 前 当 期 純 利 益 379,588

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 10,816 10,816

当 期 純 利 益 368,771

－ 30 －

損益計算書
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株主資本等変動計算書

( 2017年４月１日から
2018年３月31日まで )

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式
株主資本
合　　計資本準備金

資本剰余金
合　　　計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合　　　計別 途

積 立 金
繰越利益
剰 余 金

20 1 7年４月１日　残高 4,043,850 8,297,350 8,297,350 182,170 3,200,000 1,530,736 4,912,906 △1,311,154 15,942,951

事業年度中の変動額

剰余金の配当 △237,308 △237,308 △237,308

当 期 純 利 益 368,771 368,771 368,771

自己株式の取得

株主資本以外の
項目の事業年度中
の変動額(純額)

事業年度中の変動額合計 － － － － － 131,462 131,462 － 131,462

2 0 1 8年３月3 1日　残高 4,043,850 8,297,350 8,297,350 182,170 3,200,000 1,662,199 5,044,369 △1,311,154 16,074,414

評 価 ・ 換 算 差 額 等

純資産合計その他有価証券
評 価 差 額 金

評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

20 1 7年４月１日　残高 110,267 110,267 16,053,219

事業年度中の変動額

剰余金の配当 △237,308

当 期 純 利 益 368,771

自己株式の取得

株主資本以外の
項目の事業年度中
の変動額(純額)

△30,876 △30,876 △30,876

事業年度中の変動額合計 △30,876 △30,876 100,586

2 0 1 8年３月3 1日　残高 79,391 79,391 16,153,806

－ 31 －

株主資本等変動計算書
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１．重要な会計方針に係る事項
(1) 資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券の評価基準及び評価方法
満期保有目的の債券…………………償却原価法（定額法）
その他有価証券
時価のあるもの……………………決算期末日の市場価格等に基づく時

価法（評価差額は全部純資産直入法
により処理し、売却原価は移動平均
法により算定）

時価のないもの……………………移動平均法による原価法
なお、投資事業組合に対する出資については、組合の直近の決算書を
基礎とし、当社持分相当額を投資事業組合運用損益として投資有価証
券を加減する方法によっております。

②　棚卸資産の評価基準及び評価方法
商品、製品、仕掛品、原材料……総平均法による原価法（貸借対照表

価額は収益性の低下に基づく簿価切
下げの方法により算定）

貯蔵品………………………………最終仕入原価法（貸借対照表価額は
収益性の低下に基づく簿価切下げの
方法により算定）

(2) 固定資産の減価償却の方法
①　有形固定資産…………………………定率法

ただし、1998年４月１日以降に取得
した建物（建物附属設備を除く）並
びに2016年４月１日以降に取得した
建物附属設備及び構築物については、
定額法によっております。なお、主
な耐用年数は、建物15～31年、機械
及び装置８年であります。

②　無形固定資産…………………………定額法
なお、ソフトウェア（自社利用）に
ついては、社内における見込利用可
能期間（５年）による定額法によっ
ております。

(3) 引当金の計上基準
①　貸倒引当金…………売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般

債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等
特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、
回収不能見込額を計上しております。

－ 32 －

個別注記表
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②　賞与引当金…………従業員の賞与の支給に充てるため、将来の支給見込
額のうち当事業年度の負担額を計上しております。

③　役員賞与引当金……役員賞与の支出に備えるため、当事業年度における
支給見込額に基づき計上しております。

④　退職給付引当金……従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末にお
ける退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計
上しております。
数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における
従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５
年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生
の翌事業年度から費用処理することとしておりま
す。
過去勤務費用は、その発生時における従業員の平均
残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による定額
法により費用処理しております。

⑤　役員退職　…………
慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に充てるため、内規に基づ
く期末要支給額を計上しておりましたが、2007年６
月28日開催の定時株主総会をもって、役員退職慰労
金制度を廃止いたしました。これにより、同日以
降、新たな役員退職慰労引当金の繰入を行っており
ません。

(4) その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
① 退職給付に係る会計処理

　退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の未
処理額の会計処理の方法は、連結財務諸表におけるこれらの会計処理の方
法と異なっております。

② 消費税等の会計処理方法
　税抜方式によっております。

(5) 表示方法の変更
（損益計算書）
　前事業年度において、独立掲記していた「営業外費用」の「不動産賃貸費
用」（当事業年度1,189千円）は金銭的重要性が乏しくなったため、「営業外
費用」の「その他」に含めて表示しております。

２．貸借対照表に関する注記
(1) 担保に供している資産及び担保に係る債務
①　担保に供している資産

建物 411,375千円
土地 1,311,374千円

計 1,722,750千円

－ 33 －

個別注記表
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②　担保に係る債務
長期借入金 1,242,460千円
（１年内返済予定長期借入金を含む）

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 31,174,385千円
(3) 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務は次のとおりであります。

短期金銭債権 44,469千円
(4) 国庫補助金等により取得した資産について取得価額から控除している圧縮

記帳額は、次のとおりであります。
機械及び装置 130,000千円

(5) 事業年度末日の満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済

処理をしております。

　　なお、当事業年度末日は金融機関の休日であったため、次の満期手形が当
事業年度末日の残高に含まれております。

受取手形 13,278千円

(6) 取引先からの有償支給材料に係る代金相当額が次の科目に含まれておりま
す。

　　なお、有償支給材料代金は、「売上高」及び「売上原価」から控除して表
示しております。

売掛金 3,915,953千円
仕掛品 481,019千円
原材料 281,185千円
買掛金 4,739,134千円

３．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

営業取引による取引高
売上高 31,182千円
仕入高 7,991千円

営業取引以外の取引による取引高 243,316千円

４．株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

普通株式 1,242,115株

－ 34 －

個別注記表
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５．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産（流動） （単位：千円）
賞与引当金 58,269
棚卸資産評価損 29,487
その他 15,243

繰延税金資産（流動）小計 102,999
評価性引当額 △102,999

繰延税金資産（流動）合計 －

繰延税金資産（固定）

減損損失 1,044,527
投資有価証券評価損 151,647
繰越欠損金 135,435
退職給付引当金 64,463
役員退職慰労引当金 2,478
その他 13,662

繰延税金資産（固定）小計 1,412,214
評価性引当額 △1,412,214

繰延税金資産（固定）合計 －
繰延税金負債（固定）

その他有価証券評価差額金 △11,007

繰延税金負債（固定）合計 △11,007

繰延税金負債（固定）の純額 △11,007

－ 35 －

個別注記表
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６．関連当事者との取引に関する注記
(1)役員及び個人主要株主等

（単位：千円）

属　　性 会社等の名称
議決権等の所有
(被所有)割合

関連当事者との関係 取引の内容 取引金額 科 目 期末残高

役員及びその近親
者が議決権の過半
数を所有する会社

(有)松﨑興産
（注）２

(被所有)
直接　17.5％

損害保険代理業務
保険料の支払
（注）３

48,869 － －

（注）１．上記取引金額には消費税等は含まれておりません。
２．当社代表取締役松﨑建太郎が議決権の100％を直接所有しております。
３．取引条件は他の一般的取引と同様に決定しております。

(2)子会社等
（単位：千円）

属　　性 会社等の名称
議決権等の所有
(被所有)割合

関連当事者との関係 取引の内容 取引金額 科 目 期末残高

子 会 社
吉奥馬科技(無
錫)有限公司

(所有)
直接　100％

役 員 の 兼 任
設 備 の 売 却
（注）２

243,316 － －

（注）１．上記取引金額には消費税等は含まれておりません。
２．取引条件は他の一般的取引と同様に決定しております。

７．１株当たり情報に関する注記
(1) １株当たり純資産額 2,042円12銭
(2) １株当たり当期純利益 46円61銭

－ 36 －

個別注記表
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８．その他の注記
退職給付の注記
(1) 採用している退職給付制度の概要

当社は、従業員の退職給付に充てるため、積立型の確定給付制度を採用し

ております。

確定給付企業年金制度はポイント制を採用しており、従業員の勤続年数、

資格等級及び評価に基づき付与されるポイントの累計数により計算された一

時金または年金を支給します。

(2) 退職給付債務に関する事項
①　退職給付債務 △2,210,076千円
②　年金資産 2,082,499千円

③　未積立退職給付債務(①＋②) △127,577千円
④　未認識数理計算上の差異 △83,077千円

⑤　退職給付引当金(③＋④) △210,655千円

(3) 退職給付費用に関する事項
①　勤務費用 127,454千円
②　利息費用 6,603千円
③　期待運用収益 △10,313千円
④　数理計算上の差異の費用処理額 4,091千円

⑤　小計(①＋②＋③＋④) 127,834千円
⑥　確定拠出年金掛金（注） 13,901千円

⑦　退職給付費用(⑤＋⑥) 141,735千円

 (注) 従業員の選択制による確定拠出年金制度への掛金拠出額であります。

(4) 退職給付債務等の計算基礎に関する事項
①　退職給付見込額の期間配分方法 給付算定式基準
②　割引率 0.3％
③　長期期待運用収益率 0.5％
④　数理計算上の差異の処理年数 ５年（各事業年度の発生時におけ

る従業員の平均残存勤務期間以内
の一定の年数により按分した額
を、それぞれ発生の翌事業年度か
ら費用処理することとしておりま
す。）

⑤　過去勤務費用の処理年数 ５年（その発生時における従業員
の平均残存勤務期間以内の一定の
年数による定額法により費用処理
しております。）

－ 37 －
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連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

2018年５月15日
ジオマテック株式会社

取　締　役　会　御中

有限責任監査法人 ト ー マ ツ

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 五十嵐　　　徹 

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 木 村 彰 夫 

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、ジオマテック株式会

社の2017年４月１日から2018年３月31日までの連結会計年度の連結計算書

類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算

書、連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項及びその他の注記に

ついて監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の

基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これに

は、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが

含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場

から連結計算書類に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が

国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかど

うかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき

監査を実施することを求めている。
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監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手す

るための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又

は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択

及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するた

めのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応

じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に

関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針

及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体と

しての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手した

と判断している。

監査意見

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と

認められる企業会計の基準に準拠して、ジオマテック株式会社及び連結子会

社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を

すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定によ

り記載すべき利害関係はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

2018年５月15日
ジオマテック株式会社

取　締　役　会　御中

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 五十嵐　　　徹 

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 木 村 彰 夫 

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、ジオマテック

株式会社の2017年４月１日から2018年３月31日までの第65期事業年度の計算

書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な

会計方針及びその他の注記並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の

基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することに

ある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びそ

の附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統

制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場

から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明することにある。当監

査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書

に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査

計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
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監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監

査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断

により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示

のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の

有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク

評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算

書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討す

る。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経

営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附

属明細書の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手した

と判断している。

監査意見

当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一

般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びそ

の附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において

適正に表示しているものと認める。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定によ

り記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査等委員会の監査報告

監　査　報　告　書

　当監査等委員会は、2017年４月１日から2018年３月31日までの第65期事業
年度における取締役の職務の執行について監査いたしました。その方法及び
結果につき以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容
　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事
項に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に基づき整備されている
体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及
び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、
意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施しました。
①監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部
統制部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等から
その職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求
め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務
及び財産の状況を調査しました。また、子会社については、子会社の
取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて
子会社から事業の報告を受けました。

②会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施している
かを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況
について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監
査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」
（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理
基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している
旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、
計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び重要な会計
方針及びその他の注記）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借
対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結計算書類の作
成のための基本となる重要な事項及びその他の注記）について検討いたしま
した。
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２．監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果
①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を
正しく示しているものと認めます。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反
する重大な事実は認められません。

③内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認め
ます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び
取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であ
ると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であ
ると認めます。

2018年５月16日

ジオマテック株式会社　監査等委員会

常勤監査等委員 髙 橋 幸 吉 

監 査 等 委 員 澤 口 　 学 

監 査 等 委 員 寺 西 尚 人 

（注）監査等委員澤口　学及び寺西尚人は、会社法第２条第15号及び第331
条第６項に規定する社外取締役であります。

以　上
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株主総会参考書類

第１号議案　剰余金処分の件

　当社は株主各位への利益還元を充実させていくことを経営の基本方針としてお

ります。

　利益配分につきましては、業績を考慮しつつ安定的な配当を実施してまいりま

すとともに、将来の事業展開と経営環境の変化に備えた経営基盤の強化に必要な

内部留保を確保してまいります。

　当期の配当金につきましては、当期の業績及び今後の事業展開等を勘案すると

ともに、日頃の皆様のご支援にお応えするため、以下のとおりといたしたいと存

じます。

期末配当に関する事項

①　配当財産の種類

　金銭といたします。

②　配当財産の割当てに関する事項及びその総額

　当社普通株式１株につき金15円といたしたいと存じます。

　なお、この場合の配当総額は118,654,275円となります。

③　剰余金の配当が効力を生じる日

　2018年６月29日といたしたいと存じます。

　なお、中間配当金15円をお支払いいたしておりますので、当期の年間配当金は

１株につき30円となります。

－ 44 －
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第２号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

　取締役（監査等委員である取締役を除く。以下、本議案において同じ。）全員

（４名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。

　つきましては、取締役４名の選任をお願いするものであります。

　なお、本議案に関しましては、当社の監査等委員会は、全ての取締役候補者に

ついて適任であると判断しております。

　取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、当社における地位及び担当
（ 重 要 な 兼 職 状 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

１
まつ

松
 

　
ざき

﨑
 

　
けん

建
た

太
ろう

郎
(1977年６月27日)

2000年９月　当社入社

2007年６月　当社取締役執行役員経営企画室

長兼Ｒ＆Ｄセンター・システム

開発部担当

2008年10月　当社取締役副社長執行役員経営

企画室長兼Ｒ＆Ｄセンター・営

業部・システム開発グループ担

当

2010年10月　当社代表取締役社長

2017年４月　当社代表取締役社長兼ＣＥＯ

現在に至る

株

427,200

２
すず

鈴
き

木
ただ

忠
はる

春
(1960年４月15日)

1979年３月　当社入社

2013年６月　当社取締役常務執行役員施設

部・生産管理部・品質保証部・

金成第一工場・金成第二工場担

当

2015年６月　当社取締役常務執行役員営業

部・施設部・生産管理部・品質

保証部・金成第一工場・金成第

二工場担当

2016年６月　当社取締役常務執行役員営業

部・生産管理部、金成工場担当

2017年４月　当社取締役執行役員兼ＣＭＯ営

業部長、施設部担当

現在に至る

株

21,200

－ 45 －
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候補者
番 号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、当社における地位及び担当
（ 重 要 な 兼 職 状 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

３
すが

菅
わら

原
ひろ

浩
ゆき

幸
(1963年４月21日)

1985年９月　当社入社

2013年６月　当社執行役員第一技術部・第二

技術部担当

2015年６月　当社取締役執行役員第一技術

部・第二技術部担当

2016年６月　当社取締役執行役員第一技術

部・第二技術部・施設部担当

2017年４月　当社取締役執行役員兼ＣＴＯ金

成工場・第一技術部・第二技術

部担当

2018年４月　当社取締役執行役員兼ＣＴＯ金

成工場・技術部担当

現在に至る

株

3,000

４
こう

河
の

野
 

　
あつし

淳
(1963年７月８日)

1987年１月　当社入社

2012年７月　当社執行役員経理財務部長

2015年６月　当社取締役執行役員経理財務部

長

2017年４月　当社取締役執行役員兼ＣＦＯ経

理財務部長

現在に至る

株

6,200

（注）　上記各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
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第３号議案　監査等委員である取締役３名選任の件

　監査等委員である取締役全員（３名）は、本総会終結の時をもって任期満了と

なります。

　つきましては、監査等委員である取締役３名の選任をお願いするものでありま

す。

　なお、本議案に関しましては、監査等委員会の同意を得ております。

　監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、当社における地位及び担当
（ 重 要 な 兼 職 状 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

１
たか

髙
はし

橋
ゆき

幸
よし

吉
(1951年６月11日)

1970年３月　当社入社

2013年６月　当社取締役営業部担当

2015年６月　当社常勤監査役

2016年６月　当社監査等委員である取締役

現在に至る

株

17,300

２
さわ

澤
ぐち

口
 

　
まなぶ

学
(1959年10月16日)

2003年10月　産業能率大学総合研究所教授

2009年４月　産業能率大学経営学部教授

2010年４月　早稲田大学理工学術院創造理工

学研究科経営デザイン専攻教授

2014年６月　当社取締役

2015年４月　早稲田大学理工学術院創造理工

学研究科経営デザイン専攻客員

教授

2016年６月　当社監査等委員である社外取締

役（現任）

2018年４月　立命館大学大学院テクノロジー

マネジメント研究科客員教授

現在に至る

株

－
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候補者
番 号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、当社における地位及び担当
（ 重 要 な 兼 職 状 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

３
てら

寺
にし

西
ひさ

尚
と

人
(1958年１月17日)

1980年10月　監査法人太田哲三事務所（現新

日本有限責任監査法人）入所

1992年１月　会計情報センター株式会社入社

1992年11月　ティー・アカウンティング株式

会社代表取締役（現任）

2006年６月　当社監査役

2016年６月　当社監査等委員である社外取締

役（現任）

現在に至る

（重要な兼職の状況）

寺西公認会計士事務所代表

ティー・アカウンティング株式

会社代表取締役

日本閣観光株式会社社外監査役

株

－

（注）１．上記各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

２．澤口　学氏並びに寺西尚人氏は、社外取締役候補者であります。

（１）澤口　学氏を社外取締役候補者とした理由は、同氏は大学で教鞭

を執られる教授であり、教授としての見識と産業経営学の専門的

な知識を当社の経営に活かしていただけるものと判断したからで

あります。

なお、澤口　学氏は、直接企業経営に関与された経験はありませ

んが、産業経営学を専門とする大学教授であり、企業経営につい

ての幅広い知識と高い見識を有していることから、当社の監査等

委員である社外取締役としての職務を適切に遂行していただける

ものと判断しております。

また、同氏は、現在当社の監査等委員である社外取締役でありま

すが、同氏の在任期間は本総会の終結の時をもって２年となりま

す。なお、同氏は、過去に当社の業務執行者でない役員（取締役）

であったことがあります。
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（２）寺西尚人氏を社外取締役候補者とした理由は、同氏の公認会計

士・税理士として培われた専門的な知識・経験等を当社の経営に

活かしていただけるものと判断したからであります。

また、同氏は、現在当社の監査等委員である社外取締役でありま

すが、同氏の在任期間は本総会の終結の時をもって２年となりま

す。なお、同氏は、過去に当社の業務執行者でない役員（監査役）

であったことがあります。

３．当社と澤口　学氏並びに寺西尚人氏とは、会社法第427条第１項の規定

に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結し

ており、当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、同法第425条第１

項に定める最低責任限度額としております。また、両氏の再任が承認

された場合には、同様の内容の契約を継続する予定であります。

また、髙橋幸吉氏が再任された場合には、当社は同氏との間で同様の

契約を締結する予定であります。

４．当社は、澤口　学氏並びに寺西尚人氏を東京証券取引所の定めに基づ

く独立役員として届け出ており、両氏の再任が承認された場合には、

あらためて両氏を独立役員として届け出る予定であります。
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第４号議案　補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

　法令に定める監査等委員である取締役の員数を欠くことになる場合に備え、補

欠の監査等委員である取締役１名の選任をお願いするものであります。

　なお、本議案につきましては、監査等委員会の同意を得ております。

　補欠の監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、当社における地位及び担当
（ 重 要 な 兼 職 状 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

たか

髙
やま

山
 

　
あきら

烈
(1976年１月14日)

2001年11月　司法試験合格

2002年４月　司法研修所入所

2003年９月　司法研修所卒業

2003年10月　竹田真一郎法律事務所入所

2008年11月　竹田真一郎法律事務所及び

髙山満法律事務所の合併により竹

田・髙山法律事務所開所

2013年10月　オンサイト法律事務所開所

現在に至る

株

－

（注）１．髙山　烈氏は、当社と法務等に関する顧問契約を締結しております。

２．髙山　烈氏は、補欠の社外取締役候補者であります。

髙山　烈氏を社外取締役候補者とした理由は、同氏が弁護士としての

高度な専門的知識と幅広い経験を有しており、それらを当社の監査等

委員である社外取締役として当社の監査業務に活かしていただける

ものと判断し、社外取締役として選任をお願いするものであります。

なお、髙山　烈氏は、直接企業経営に関与された経験はありません

が、弁護士として企業法務に精通し、企業経営を統治する十分な見識

を有しておられることから、社外取締役としての職務を適切に遂行い

ただけるものと判断しております。

３．髙山　烈氏が監査等委員である取締役に就任した場合は、当社は同氏

との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の

損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。また、当該

契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項に定め

る額となります。

以　上
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株主総会会場ご案内図

神奈川県横浜市西区みなとみらい二丁目２番１号３

横浜ロイヤルパークホテル　宴会棟２階　芙蓉

ＴＥＬ　045（221）1111（代表）

アクセスマップ

横浜美術館
マークイズ

みなとみらい

さくら通り

けやき通り

いちょう通り

動
く
歩
道

広場

TOC
みなとみらい

横浜みなと博物館

ドックヤード
ガーデン

横浜ロイヤルパーク
ホテル宴会棟

クイーンズスクエア
横浜

ランドマークプラザ

横浜銀行
本店

帆船日本丸
日本丸メモリアルパーク

県民共済
プラザビル

み
な
と
み
ら
い
駅

J
R
　
京
浜
東
北
線
／
根
岸
線

駅
町
木
桜

ランドマーク
プラザ入口
（3階）

3階 1階

エスカレーターで
1階へ

至
渋
谷

至
横
浜

至
大
船

首
都
高
速
横
羽
線

み
な
と
み
ら
い
大
通
り

横浜
ランドマーク

タワー

み
な
と
み
ら
い
線

日石横浜
ビル

横
浜
市
営
地
下
鉄
桜
木
町
駅

フロアマップ エレベーター エスカレーター

1階

エレベーター 成城
石井

入口
拡大図

横浜ロイヤルパーク
ホテル宴会棟

成城石井

ホテル宴会棟1階入口

み
な
と
み
ら
い
駅

3階

風の灯台

動く歩道
桜木町駅方面

エレベーターで1階へ

エレベーター

拡大図

横浜ロイヤルパークホテル宴会棟入口は、ランドマークプラザ１階にございます。

○交通のご案内

　【Ａ】ＪＲ線・横浜市営地下鉄線「桜木町駅」　徒歩約７分

　【Ｂ】みなとみらい線「みなとみらい駅」　徒歩約５分

　駐車場のご用意はございませんので、お車でのご来場はご遠慮願います。

地図




